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３―１．富田林市の概況       

(1) 位置と概況 

本市は、大阪府の東南部に位置し、大阪都心

から、人口約 12 万人を擁する大阪都市圏のベ

ッドタウン的性格の強い都市です。 

市内には近鉄長野線、南海高野線が通り、大

阪都心部と本市を結び、その所要時間は約 25

分です。道路交通面では、広域幹線道路である

国道 309 号・170 号が通過し、大阪府内周辺

地域や奈良県方面を結んでいます。 

昭和 40 年代以降、大規模住宅団地の開発に

伴って、ベッドタウンとしての性格を強めてき

ましたが、400 年以上の歴史を持つ寺内町の歴史的街並みも有しています。また、

市内を流れる石川沿い及びその右岸には、金剛・葛城連峰につながる嶽山・金胎寺山

の山地や農業地があり、大阪近郊で貴重な自然環境を保持する地域が広がっています。 
 
(2) 人口・世帯数 

1) 人口・世帯数の推移 

平成１７年における人口は、123,838 人となっており、昭和 55 年時点と比

較すると２7％の増加となっていまが、平成 12 年をピークに人口減少傾向に転

じています。世帯数は、平成１７年では 44,834 世帯となっており、５７%増加

しています。 

 
 

資料：国勢調査 

３．富田林市の概況と計画条件の整理 

図表 3-1-2 人口・世帯数の推移 

図表 3-1-1 富田林市の位置 

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

和歌山県

富田林
　市

大阪市

堺市

河内長野市

千早赤阪村

河南町

太子町

羽曳野市

藤井寺市

柏原市松原市

大阪
狭山市 10km 20km 30km
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66.9%

67.1%

65.8%

13.7%

18.5%

20.1%

9.2%

11.0%

7.7%

6.6%

17.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和55年

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成17年（大阪府）

平成17年（全国）

0～14歳 15～64歳 65歳以上

幼年人口 生産年齢人口 老齢人口 合計
0～14歳 15～64歳 65歳以上

(人） (人） (人） (人）
昭和55年 25,248 65,788 6,400 97,436
昭和60年 23,105 71,561 7,914 102,580
平成2年 20,798 79,456 10,177 110,431
平成7年 21,549 86,815 13,326 121,690
平成12年 21,478 87,697 17,382 126,557
平成17年 19,163 82,917 21,757 123,837

※年齢不詳は除く

 
2) 年齢別人口・高齢者数 

年齢別人口では、平成１７年における 65 歳以上の人口は、21,757 人となって

おり、65 歳以上の人口が増加傾向にある一方、14 歳以下の人口は減少しており、

少子高齢化が進んでいます。 

年齢３階層別人口と人口比率の推移をみると、25 年前の昭和 55 年時点で 6.6％

であった高齢化率（65 歳以上人口の全人口に対する割合）は、着実に増加してお

り、平成１７年では 17.6％となっています。 

実数の上ではこの 25 年間に、3 倍以上に増加したことになります。 

 
 
 

資料：国勢調査 

資料：国勢調査 
 
 

図表 3-1-3 年齢 3 階層別人口の推移 

図表 3-1-4 年齢 3 階層別人口比率の推移 
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高齢化率の推移を大阪府、全国の値と比較すると、昭和 55 年から平成１

７年まで、富田林市の高齢化率は大阪府、全国の値よりも常に低い状況にあ

りますが、着実に少子高齢化が進行しています。 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

図表 3-1-5 高齢化率の推移の比較－富田林市・大阪府・全国 

図表 3-1-6 高齢化率の推移の比較－富田林市・大阪府・全国 

富田林市 大阪府 全国
昭和55年 6.6% 7.2% 9.1%
昭和60年 7.7% 8.3% 10.3%
平成2年 9.2% 9.7% 12.0%
平成7年 11.0% 11.9% 14.5%
平成12年 13.7% 14.9% 17.4%
平成17年 17.6% 18.5% 20.1%

※年齢不詳は除く
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(3) 障害者等の状況 

1) 介護保険の状況 

介護保険関連では、１号被保険者数は 22,195 人、要介護（支援）認定者数は

4,385 人、率にして 19.8％となっています。 

また、要介護（支援）認定者数 4,385 人に対して、介護サービス受給者 3,422

人の割合は、78.0%となっています。 

 
 

 
 

 
 
 

図表 3-1-7 介護保険の状況 

平成18年3月31日現在

22,195 人

65歳～75歳未満 13,196 人

75歳以上 8,999 人

42,968 人

4,385 人

１号被保険者数 4,204 人

２号被保険者数 181 人

19.8 ％

3,422 人

居宅サービス受給者 2,700 人

施設サービス受給者 722 人

78.0 ％

資料：富田林市高齢介護課

介護サービス受給者

要介護(支援)認定者数に占めるサービス受給者割合

１号被保険者数

要介護(支援)認定者数

２号被保険者数

１号被保険者数に占める認定者割合
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2) 身体障害者の状況 

本市の平成 18 年における身体障害者手帳所持者数は 4,386 人で、総人口

123,971 人に占める割合は 3.5％となっています。 

その推移をみると、平成 12 年～平成 18 年まで毎年増加しており、平成 18 年

の所持者数は、平成 12 年の約 1.3 倍に増加しています。 

平成 18 年の障害の内訳は、肢体不自由が最も多く約６割、次いで内部障害が約

２割、聴覚・平衡機能障害が約１割、視覚障害が約１割の比率になっています。 

 
 

資料：富田林市障害福祉課 
 
 
 

 

図表 3-1-8 障害者手帳所持者数とその推移 

図表 3-1-9 障害者手帳所持者数とその推移 

各年 3 月 31 日現在 

（各年3月31日現在） 単位：人

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

総人口 126,084 126,311 126,400 126,337 125,674 124,902 123,971

視覚障害 335 344 341 349 350 351 339

(9.7) (9.5) (9.0) (8.9) (8.7) (8.4) (7.7) 

聴覚・平衡機能 282 302 310 327 345 354 385

障害 (8.2) (8.3) (8.2) (8.3) (8.5) (8.4) (8.8) 

音声・言語・ 53 57 59 67 70 76 76

そしゃく機能障害 (1.5) (1.6) (1.6) (1.7) (1.7) (1.8) (1.7) 

肢体不自由 2,069 2,169 2,267 2,346 2,402 2,509 2,653

(59.9) (59.8) (60.1) (59.6) (59.4) (59.7) (60.5) 

内部障害 715 752 795 844 879 911 933

(20.7) (20.8) (21.1) (21.5) (21.7) (21.7) (21.3) 

身体障害者合計 3,454 3,624 3,772 3,933 4,046 4,201 4,386

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

対総人口比率 2.7% 2.9% 3.0% 3.1% 3.2% 3.4% 3.5%

注）２段目は身体障害者合計に占める割合（%） 資料：富田林市障害福祉課
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また、等級別の割合を見ると、１級と４級がそれぞれ４分の１程度となっており、

内部障害では１級の割合が半数以上を占めています。 

 

 

 
 

図表 3-1-10 等級別障害者手帳所持者数 

（平成18年3月31日現在） 単位：人

等級 1 2 3 4 5 6 合計

聴覚・平衡機能

障害

音声・言語・

そしゃく機能障害

資料：富田林市障害福祉課

視覚障害

肢体不自由

内部障害

合計

76

2653

933

4386

23 61 339

385

323 310

1 127

0 0

0 0

299 122

518 7 156 252

1168 777 763 1045

497 567 510 658

0 5 30 41

119 93 18 25

34 105 49 69
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(4) 交通体系の状況 

1) 鉄道交通の状況 

市内には、近鉄長野線（喜志、富田林、富田林西口、川西、滝谷不動駅）、南海高

野線（滝谷駅）が通っており、近鉄長野線は主に石川沿いの従来からの市街地エリ

アを、南海高野線は主に金剛・金剛東の計画的に開発された住宅地エリアから、そ

れぞれ大阪都心部方面、河内長野方面を繋いでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表3-1-11 鉄道網と駅勢圏
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市内の鉄道駅は、近鉄長野線 5 駅と南海高野線 1 駅の 6 駅が立地し、また隣接

する大阪狭山市域に南海大阪狭山市駅と金剛駅、河内長野市域に近鉄汐ノ宮駅の 3

駅があり、何れも富田林市域を駅勢圏に含んでいます。 

最新の乗降人員（近鉄：平成 17 年、南海：平成 17 年）をみると、南海金剛駅

が 38,033 人／日と最も多く、次いで、近鉄喜志駅 19,009 人／日、近鉄富田林

駅 16,714 人／日が多くなっています。 

その他の駅は概ね１万人／日弱から２千人／日強程度の乗降人員となっていま

す。 

過去 15 年間は、近鉄喜志駅が増加傾向を示してきましたが、平成 15 年以降減

少に転じています。他の駅は，ほぼ全ての駅で乗降人員が減少しており、増加傾向

にあった南海金剛駅も平成８年をピークとして減少傾向を示しています。 

バリアフリー新法における特定旅客施設（１日当たりの乗降客数が 5,000 人以

上）となる駅は、近鉄（喜志駅、富田林駅、富田林西口駅、滝谷不動駅）、南海（大

阪狭山市駅、金剛駅、滝谷駅）となります。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-1-12 鉄道乗降客数の推移 

資料：平成 15 年までは大阪府統計年鑑

平成 17 年は事業者に確認 

鉄道乗降客数の推移グラフ（駅及び路線別）
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2) バスルートの状況 

市内には近鉄バス、金剛バス、南海バス、市営のレインボーバスが運行していま

す。 

近鉄バスは、近鉄喜志駅・富田林駅をターミナルとして、梅の里団地、金剛東団

地方面を結ぶ主に市域の北部で路線があります。 

金剛バスは、近鉄喜志駅・富田林駅をターミナルとして石川沿いの従来からの市

街地や南部地域を結んでいます。 

南海バスは、南海金剛駅をターミナルとして金剛・金剛東の団地内を回る路線が

あります。 

これらを補完するように、レインボーバスは分断しがちな市役所など市の中心部

と金剛・金剛東団地を結び、市民の足として利用されています。なお、レインボー

バスは、平成 17 年 10 月 1 日から東・北・南まわり路線を廃止し、西まわり路線

のみ運行しています。 

また、富田林病院及び PL 病院の無料送迎バスが富田林駅から金剛・金剛東団地

方面を運行しており、梅の里団地方面へは、PL 病院送迎バスのみ運行しています。 

 

(人/日）
線名、駅名 平成2年 平成4年 平成7年 平成10年 平成12年 平成15年 平成17年

511,306 499,456 498,909 457,198 431,706 386,978 378,885
(100) (98) (98) (89) (84) (76) (74)
82,482 86,162 85,022 81,518 78,249 69,683 69,111
(100) (104) (103) (99) (95) (84) (84)

18,240 20,536 21,644 22,055 22,401 19,975 19,009
(100) (113) (119) (121) (123) (110) (104) 

20,398 20,643 19,914 18,966 18,437 16,322 16,714
(100) (101) (98) (93) (90) (80) (82) 
8,912 8,510 7,987 7,334 5,856 6,267 6,215
(100) (95) (90) (82) (66) (70) (70) 
5,102 5,187 5,066 4,838 4,404 4,329 4,211
(100) (102) (99) (95) (86) (85) (83) 

10,141 10,368 9,960 8,749 8,899 6,865 7,379
(100) (102) (98) (86) (88) (68) (73) 
2,998 2,921 2,768 2,810 2,535 2,397 2,443
(100) (97) (92) (94) (85) (80) (81) 

851,501 804,022 828,414 755,919 704,646 675,545 -
(100) (94) (97) (89) (83) (79) -
9,990 10,147 9,903 9,300 8,589 8,569 8,777
(100) (102) (99) (93) (86) (86) (88) 

44,882 45,530 47,026 44,529 40,879 39,114 38,033
(100) (101) (105) (99) (91) (87) (85) 
7,435 7,589 7,541 6,953 6,177 5,772 5,547
(100) (102) (101) (94) (83) (78) (75) 

※南海電気鉄道は各年中の1日平均 資料：平成15年までは大阪府統計年鑑
※近畿日本鉄道は交通量調査による 平成17年は事業者に確認　　　
※（　　）内は平成2年を100とした指数

南
海
電
気
鉄
道

高野線

大阪狭山市駅

金剛駅

滝谷駅

近
畿
日
本
鉄
道

南大阪線

長野線

喜志駅

富田林駅

富田林西口駅

川西駅

滝谷不動駅

汐ノ宮駅

図表 3-1-13 鉄道乗降客数の推移 
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3) バス乗降客数の推移 

平成１２年度から平成１７年度にかけての６年間のバス乗降客数の推移は、南海

バス路線で増加し、近鉄バス・金剛バス路線で減少しています。 

増減の傾向は、新たに市街地となった住宅地を含む路線で増加し、旧市街地路線

での減少となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-1-15 バス乗降客数の推移 

図表 3-1-16 路線バス乗降客数の推移 

904,394905,832961,702961,641998,8271,071,807
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資料：平成 12 年度はセンサス富田林 平成 13 年度版 

   平成 13 年度以降は各バス会社への聞きとりによる  

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

1,071,807 998,827 961,641 961,702 905,832 904,394

(100) (93) (90) (90) (85) (84)

250,189 264,234 255,140 321,424 312,785 314,918

(100) (106) (102) (128) (125) (126)

65,612 50,173 67,867 51,601 30,818 23,455

(100) (76) (103) (79) (47) (36)

141,784 132,836 131,835 125,376 117,353 111,570

(100) (94) (93) (88) (83) (79)

614,222 551,584 506,799 463,301 444,876 454,451

(100) (90) (83) (75) (72) (74)

1,633,228 1,594,505 1,726,948 1,781,451 1,765,938 1,786,611

(100) (98) (106) (109) (108) (109)

375,099 372,084 394,526 400,745 392,245 389,223

(100) (99) (105) (107) (105) (104)

859,540 826,266 873,228 916,123 915,620 927,777

(100) (96) (102) (107) (107) (108)

398,589 396,155 459,194 464,583 458,073 469,611

(100) (99) (115) (117) (115) (118)

2,898,000 2,732,131 2,562,852 2,443,534 2,281,662 2,182,312

(100) (94) (88) (84) (79) (75)

※（　　）内は平成12年度を100とした指数 資料：平成12年度はセンサス富田林 平成13年度版

　　　平成13年度以降は各バス会社への聞きとりによる

金剛
バス

総数

富田林線

向陽藤沢回り

津々小金台回り

寺池台回り

金剛東団地線

金剛団地線
南海
バス

総数

路線名

梅の里系統

梅の里以外
近鉄
バス

総数

北野田線

金剛東団地線
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4) 道路交通の状況 

道路交通面では、国道 170 号が新道、旧道ともに、ほぼ石川に沿って南北に縦

断しています。また。国道 309 号が北西から東側に縦貫し、市域中央部で国道 170

号とクロスする道路交通の要衝を形成しています。 

この２つの国道が市内道路交通網の骨格となり、その他主要地方道、一般府道が

市内各地域と周辺市町村を結んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 3-1-17 主要道路網図 
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5) 都市計画道路の整備状況 

・本市の都市計画道路は 31 路線あり、計画路線の総延長は 63,770ｍ、整備済延

長は 35,550ｍ(概成済含む)、整備率は 56％となっています。 

・整備は丘陵部の計画的に整備された地区で進んでおり、近鉄沿線の従来からの市

街地では未整備の路線が多くなっています。 

・駅前広場は、近鉄駅が富田林(北)(南)、富田林西口(南)、喜志(東)(西)、南海駅が

金剛(東)、大阪狭山市(東)で計画されており、整備率は 69.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 3-1-18 都市計画道路の整備状況(概成済含む) 

図表 3-1-19 駅前広場の整備状況 

平成17年1月末現在
駅前交通 計画面積 整備済面積 整備率
広場名 （㎡） （㎡） （％）

富田林(北) 5,600 5,600 100.0
富田林(南) 2,700 800 29.6
富田林西口(南) 2,100 0 0.0
喜志(東) 4,000 2,298 57.5
喜志(西) 2,700 1,400 51.8
金剛(東) 10,400 10,400 100.0
大阪狭山市(東) 2,100 0 0.0
合計 29,600 20,498 69.3

資料：富田林市まちづくり推進課

平成17年1月現在
路線 路線名 区域 整備 進捗率
番号 車線 幅員 延長 延長

の数 （ｍ） （ｍ） （ｍ） （％）
1 3・3・214-1 狭山河南線 4 25 5,420 960 18
2 3・3・214-2 富田林駅北線 4 25 580 360 62
3 3・3・214-3 柏原赤阪線 4 25 350 0 0
4 3・3・214-4 八尾富田林線 4 25 230 0 0
5 3・4・214-5 大阪外環状線 4 20 6,830 6,830 100
6 3・4・214-6 大阪千早線 4 20 6,080 5,040 83
7 3・4・214-7 狭山池富田林線 2 18 3,740 2,820 75
8 3・4・214-8 富田林駅南線 2 18 1,790 0 0
9 3・4・214-9 甲田桜井線 2 18 4,140 1,770 43

10 3・4・214-10 喜志太子線 2 18 1,500 260 17
11 3・4・214-11 若松別井線 2 18 2,750 650 24
12 3・4・214-12 金剛東１号線 2 18 2,560 2,080 81
13 3・4・214-13 金剛東２号線 2 18 2,220 2,220 100
14 3・4・214-14 金剛東３号線 2 18 1,210 1,210 100
15 3・4・214-15 金剛東線 2 18 900 900 100
16 3・4・214-16 喜志甲田線 2 16 4,900 0 0
17 3・4・214-17 喜志美原線 2 16 2,230 1,830 82
18 3・4・214-18 富田林太子線 2 16 1,190 1,190 100
19 3・4・214-19 富田林河南線 2 16 290 0 0
20 3・4・214-20 金剛中央線 2 16 1,320 1,320 100
21 3・4・214-21 須賀錦織線 2 16 1,610 0 0
22 3・4・214-22 川西半田線 2 16 2,230 1,920 86
23 3・4・214-23 甲田東西線 2 16 1,020 450 44
24 3・4・214-24 北大伴東板持線 2 16 2,180 0 0
25 3・4・214-25 五軒家金剛東線 2 16 1,590 280 18
26 3・4・214-26 金剛青葉丘線 2 16 1,690 1,490 88
27 3・5・214-27 中野若松東線 2 13 1,320 1,320 100
28 7・5・214-1 若松町西線 2 12 590 590 100
29 7・5・214-2 甲田寿線 2 14 650 0 0
30 7・6・214-3 南大伴大ヶ塚線 - 8 600 0 0
31 8・7・214-1 駅北１号線 - 6 60 60 100

63,770 35,550 56
資料：富田林市まちづくり推進課

構　　造

合計
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500 1,0000 1,500m

凡　　　例

整備済(概成済含む)

整備中

未整備（現道あり）

未整備（現道なし）

 
 
 
 
 

図表 3-1-20 都市計画道路の整備状況図 
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6) 道路交通量 

主要道路の交通量をみると、大阪外環状線（国道 170 号新道）、国道 170 号（旧

道）、国道 309 号、堺富田林線、美原太子線、森屋狭山線で、12 時間交通量が１

万台を超えています。 

また、平成６年から平成 17 年までの交通量の推移をみると、微増、微減の路線

が多い中で、富田林太子線、美原太子線は約３割、森屋狭山線は約 5 割の目立った

増加を示しています。 
 
 
 

図表 3-1-21 主要道路の交通量の推移 

平成６年 平成９年 平成11年 平成17年
大型車混入率

路線名 車線数 観測地点 (台） (台） (台） (台） （％）
大阪外環状線 4 ① 旭ヶ丘町 36,753 36,001 37,122 36,726 13.7

(100) (98) (101) (100)
4 ② 錦織 29,909 33,589 30,659 31,608 14.0

(100) (112) (103) (106)
国道170号 2 ③ 錦織 7,839 7,441 7,231 6,595 8.4

(100) (95) (92) (84)
2 ④ 羽曳野古市 11,486 11,447 10,245 10,150 17.4

(100) (100) (89) (88)
国道309号 4 ⑤ 美原町菅生 31,168 29,584 28,636 28,782 16.7

(100) (95) (92) (92)
国道309号 2 ⑥ 河南町寛弘寺 2,972 3,228 3,044 2,110 8.7

(100) (109) (102) (71)
4 ⑦ 小金台３丁目 27,415 - - - -

(100) - - -
2 ⑧ 西板持 12,907 11,075 9,450 14,956 20.8

(100) (86) (73) (116)
堺富田林線 2 ⑨ 新堂 15,928 16,520 17,091 17,845 11.9

(100) (104) (107) (112)
富田林太子線 2 ⑩ 北大伴町1丁目 4,494 4,488 5,724 5,909 8.9

(100) (100) (127) (131)
美原太子線 2 ⑪ 喜志 1,978 2,522 1,709 1,756 3.5

(100) (128) (86) (89)
2 ⑫ 太子町太子 6,514 7,746 7,554 7,463 12.7

(100) (119) (116) (115)
2 ⑬ 西条町１丁目 9,262 11,417 12,444 11,641 15.0

(100) (123) (134) (126)
富田林狭山線 2 ⑭ 五軒家 5,160 5,514 5,679 5,781 6.0

(100) (107) (110) (112)
甘南備川向線 2 ⑮ 龍泉 4,918 - - - -

(100) - - -
2 ⑯ 佐備 9,021 9,840 9,785 8,171 13.1

(100) (109) (108) (91)
森屋狭山線 2 ⑰ 彼方 4,153 5,356 6,729 6,161 8.0

(100) (129) (162) (148)
2 ⑱ 高辺台１丁目 19,319 19,136 17,542 17,234 13.9

(100) (99) (91) (89)
資料：道路交通センサス

※　（　　）内は平成6年を100とした指数
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図表3-1-22 主要道路交通量
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(5) 市街地の状況 

1) 土地利用の状況 

本市域約 3,966ha のうち、約 40%にあたる 1,579ha（平成 18 年 3 月 17

日現在）が市街化区域で、その 90%以上を住居系の用途地域が占めています。石

川の左岸地域には市街地の８割が分布し、同右岸地域には市街地の２割と農地、山

林が分布しています。 

石川左岸の大阪外環状線以西は、羽曳野丘陵の台地が広がり金剛、金剛東をはじ

めとする計画的開発地、錦織公園やＰＬ教団・ゴルフ場等の緑地として利用されて

います。大阪外環状線以東から石川にかけての平地は、寺内町をはじめ旧市街地が

形成され、商業、業務、行政、文化、教育などの施設が立地し、本市人口の約３割

が居住しています。自然発生的に形成された市街地が多く、歴史的なまちなみを持

つ一方、細街路等が多く、住環境や防災面での課題を持っています。 

石川右岸の農地や山間地は、優良農地が多く、観光農園やレクリエーション施設

用地としての利用も進められており、開発時には自然環境との調和が必要です。 
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図表 3-1-23 主な法的土地利用規制現況図 

資料：平成 17 年
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2) 公共公益施設の立地状況 

各駅を中心として、半径約 500m の徒歩圏域付近における主な公共公益施設の

立地状況を整理すると、下記のように、近鉄富田林西口駅と近鉄富田林駅の周辺に、

市役所、富田林税務署、南河内府民センター、富田林保健所、中央図書館・中央公

民館、富田林郵便局など、住民が日常的に利用する様々な公共公益施設が集積して

います。 

 

◎近鉄喜志駅：市民会館、中央公民館喜志分館、中央図書館喜志分室 

◎近鉄富田林駅：南河内府民センター、富田林税務署、中央図書館・中央

公民館、児童館、人権文化センター、新堂診療所、 

公会堂、福祉青少年センター、寺内町センター、 

旧杉山家住宅、じないまち交流館 

◎近鉄富田林西口駅：市役所、大阪法務局富田林支局、富田林簡易裁判所、 

消防署、富田林郵便局、富田林警察署、南河内府民セン

ター、富田林保健所、中央図書館・中央公民館、公会堂、

福祉青少年センター、寺内町センター、旧杉山家住宅、

じないまち交流館 

◎近鉄川西駅：総合福祉会館、すばるホール、川西小学校教育歴史資料室、 

       甲田浄水場、シルバー人材センター 

◎近鉄滝谷不動駅：特になし 

◎近鉄汐ノ宮駅：特になし 

◎南海滝谷駅：特になし 

◎南海金剛駅：市役所金剛連絡所、青少年スポーツホール 

◎南海大阪狭山市駅：特になし 
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富田林霊園富田林霊園

富田林斎場富田林斎場

甲田浄水場甲田浄水場

第１清掃工場第１清掃工場

新堂診療所新堂診療所

休日診療所休日診療所
保健センター保健センター

富田林病院富田林病院

富田林病院
健診センター
富田林病院
健診センター

金剛病院金剛病院

福祉青少年
センター
福祉青少年
センター

人権文化センター人権文化センター

児童館児童館

心身障害児(者)
簡易通所施設
心身障害児(者)
簡易通所施設

シルバー人材センターシルバー人材センター

ケアセンター(けあぱる)ケアセンター(けあぱる)

総合福祉会館総合福祉会館

半径500m徒歩圏域半径500m徒歩圏域

市民総合
体育館
市民総合
体育館

総合スポーツ公園総合スポーツ公園

農業公園
(サバーファーム)
農業公園
(サバーファーム)

青少年
スポーツホール
青少年
スポーツホール

埋蔵文化財
センター
埋蔵文化財
センター

公会堂公会堂

すばるホールすばるホール

川西小学校
教育歴史資料室
川西小学校
教育歴史資料室

寺内町センター寺内町センター

旧杉山家住宅旧杉山家住宅

東公民館東公民館
中央図書館東分室中央図書館東分室

金剛公民館金剛公民館
金剛図書館金剛図書館

中央図書館
・中央公民館
中央図書館
・中央公民館

市民会館市民会館
中央公民館喜志分館中央公民館喜志分館
中央図書館喜志分室中央図書館喜志分室

じないまち交流館じないまち交流館

消防署金剛分署消防署金剛分署

消防署消防署

市役所市役所

南河内府民センター南河内府民センター 富田林税務署富田林税務署

大阪法務局富田林支局大阪法務局富田林支局

富田林簡易裁判所富田林簡易裁判所

市役所
金剛連絡所
市役所
金剛連絡所

富田林保健所富田林保健所

富田林郵便局富田林郵便局
富田林警察署富田林警察署

500 1,0000 1,500m

凡　　　例
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図表 3-1-24 公共公益施設位置図
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３―２．基本構想の位置づけ 

平成 18 年 12 月 20 日にバリアフリー新法が施行されました。本基本構想は、バリアフ

リー新法及び新法に基づき定められた「移動等円滑化の促進に関する基本方針」に基づき

策定しています。 

 また、本基本構想は、市総合計画のまちづくりの理念である「みんなでつくろう、育も

う、魅力あるまち富田林」に則し、市都市計画マスタープランの基本理念である「安全・

安心・快適に暮らせるまち」をはじめ、市福祉のまちづくり重点地区整備計画、市高齢者

保健福祉計画、市障害者新長期計画等との調和を図りながら策定しています。 

 

３―３．まちづくりに関わる計画 

(1) 第４次富田林市総合計画 平成 18 年策定 

 

まちづくりの 
理念 

（１）みんなでつくろう、育もう、魅力あるまち 富田林市 
（２）暮らしやすさを実感 
（３）互いに連携し支えあう地域 
（４）身近な資源への愛着と活用 
（５）全地球的な視点と積極的な行動 

将来像 

南河内の中心として独自のまちづくりを進めてきた歴史・伝統を受け

継ぎ、金剛・葛城山系に連なるみどり豊富な景観と、清き石川に育まれ

た心豊かな人々が、互いに支えあいながら、いきいきと暮らし続けるま

ち・富田林 

まちづくりの 
大綱と施策の 
大綱の抜粋 

（４）いつまでも健やかで生きがいを持って暮らせるまちをめざす 
 ・みんなで支えあう福祉のコミュニティづくり 
    ノーマライゼーションの基本理念に基づき、生活者である高齢

者や障害者（児）が、住みなれた地域・家庭において自立した生

活を送れるよう、高齢者や障害者福祉を充実するとともに、地域

に密着したサービス提供や地域での支えあいや助け合いを充実

していく地域福祉を推進します。 
（６）安全で快適に暮らせるまちをめざす 
 ・安心して移動できるまちづくり 

利便性を高める交通環境を形成することに加え、高齢化が進む

なかで、すべての人が暮らしやすい都市空間を形成する観点から

も、安心で移動しやすいまちづくりを進めます。 
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(2) 富田林市都市計画マスタープラン（案、平成１９年２月現在） 

 

基本理念 
歴史･文化・自然が調和する成熟都市 
○安全・安心・快適に暮らせるまち 

全体構想 

○都市施設の整備方針 
 ・幹線道路などの整備、快適な生活道路空間の整備、公共交通の充実 
 ・公園の整備、緑地などの整備保全 
○都市環境の整備方針 
 ・公的住宅の再整備、高齢者・障害者にやさしいバリアフリーの住ま

いづくり 

地域別構想 

○北部地域 
幹線道路の整備と交通ターミナル機能などの都市機能の強化、交通

等バリアフリー化を進める。 
○中部地域 

中心市街地におけるターミナル機能を活かした都市機能の強化、シ

ビックゾーンの形成、交通等バリアフリー化を進める。 
○東部地域 

幹線道路の整備と歩行者の安全確保を進めるとともに、路線バスの

運行状況の改善を図る。 
○中南部地域 

幹線道路の渋滞緩和と、歩道整備などによる歩行者の安全確保 
○東南部地域 

幹線道路などの災害対策と、歩道整備などによる歩行者の安全確保 
○金剛地域 

現在の良好な住環境・景観を保全するとともに、公共空間のバリア

フリー化の推進、防災などに配慮した公共空間づくりを進める。 
○西南部地域 

交通ターミナル拠点における利便性向上のため、商業集積地の形成

を図るとともに、道路などの生活基盤施設を改善する。 
○金剛東地域 

金剛東の商業地周辺については、高齢者などに配慮したバリアフリ

ー化に取り組む 
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(3) その他関連計画 

1)富田林市福祉のまちづくり重点地区整備計画（平成８年３月策定） 

重点整備地区の

設定 

市役所周辺で特定施設を多く含む約７０ha の区域を重点

整備地区とした。 

地区整備の 

コンセプト 

「健やかで生きがいのあるまち」を目指し 

「共に生きる福祉社会の実現」 

整備基本目標 

（１）自らの意志で、自由に移動でき、社会参加できるまち

づくりの推進 

   ・障害者や高齢者の方などが、自らの意志で自由に移

動でき、気軽に出かけられるまちづくりの推進が必

要である。 

   ・このため、公共施設はもとより民間施設においても、

段差の解消、手すりやスロープの設置など、障害者

や高齢者の方などの移動に支障を及ぼす障壁を取り

除き社会参加しやすい施設への改善の推進を図る。

（２）安全で快適な地域社会づくりの推進 

   ・障害者や高齢者の方などが、住み慣れた地域で自立

し、安心して生活できる快適な地域社会を築き上げ

ることが必要である。 

   ・このため、地域住民はもとより、すべての人が相互

に協力できる社会を実現するための啓発活動に取り

組み、市民、事業者、行政が一体となった全市的な

福祉のまちづくりを推進する。 

（３）人権擁護のまちづくりの推進 

   ・障害者や高齢者の方などが、地域社会の中で、いき

いきと生きがいのある社会生活を送るためには、障

害者をはじめとするすべての人の人権が尊重され、

お互いを大切にする社会を築き上げる必要がある。

   ・このため、一人一人が人権の大切さを認識し、温か

くやさしい心をもって共に生きるまちづくりを推進

する。 

 

官公庁施設 平成８年度から概ね５年以内 

民間施設 平成８年度から概ね１０年以内 

道路 緊急度の高いもの（箇所）から順次施工 
整備目標年次案 

公園 平成８年度から概ね５年以内 
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図表 3-3-1 福祉のまちづくり重点整備地区 位置図 
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2) 富田林市高齢者保健福祉計画及び第３期介護保険事業計画（平成１８年３月策定） 

 

基本理念 すこやかに いきいきと 安心して 暮らせるまち 

(1) 在宅支援体制の強化による在宅生活の継続支援 

高齢者が可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けるために、各

種の在宅保健福祉サービスの提供や地域福祉活動の育成、さらに

新たに創設された地域支援事業や地域密着型サービスなど、地域

でのケアを効果的に提供できる在宅支援体制の強化を進めます。

また、介護予防については、要支援・要介護状態に陥る恐れが

あるハイリスク高齢者を選定するとともに健康づくりや生活習

慣病予防などと有機的に連携した介護予防システムの確立を目

指し、地域包括支援センターの整備、新予防給付の円滑な実施を

図ります。 

(2) 地域活動の活性化と社会参加への機会の拡充 

活き活きとした高齢期を過ごすためには、生活をしていく上で

の目標や生きがいを持つことが重要です。個々の目的や生きがい

を達成するために、行政や地域が支援していくという自助・公助

のバランスのとれた施策が必要で、生涯学習支援・就労支援をは

じめ、スポーツ・レクリエーション活動や世代間交流の促進を図

ります。 

また、地域との関わりを持ち続けることも重要な要素であり、

核家族、高齢者世帯が増加するなかで、高齢者が閉じこもりがち

になることを予防するなど、地域活動の活性化等に努めます。 

計画策定の視点

(3) 多様な主体の参画によるきめ細やかな施策の展開 

高齢化の進展に伴い、高齢者の地域生活支援に対するニーズは

一層拡大し、サービスや支援の内容についての多様化、高度化が

予想されます。 

こうした中、高齢者施策をより効果的・効率的に進めていくた

め、介護給付や保健福祉サービスなどのフォーマル・ケア（公的・

制度的な支援サービス）だけでなく、ボランティアやＮＰＯなど

地域の多様な主体の参画によるインフォーマル・ケア（非公的・

私的な支援サービス）の効果的な活用を促すなど、高齢者のニー

ズにあったきめ細やかな地域生活支援の展開に努めます。 
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(4) すべての高齢者の人権の尊重 

すべての高齢者の人権を尊重することを基本とした計画の推

進を図ります。 

特に、高齢者を一律に捉えることなく、高齢者が自らの意思

に基づき、自立した質の高い生活を送ることを支援し、たとえ

要介護状態になったとしても、その人らしい生活を自分の意思

で送ることができる施策の推進に努めます。 

また、認知症高齢者への理解、高齢者への虐待防止、身体拘

束ゼロに向けた取り組みなど人権擁護のための施策を推進しま

す。 
計画策定の視点

(5) 本市の実情にあった高齢者施策の展開と府との連携 

政府が進めるいわゆる三位一体の改革で、これまでの「介護

予防・地域支え合い事業」を始めとする高齢者保健福祉事業の

国庫補助制度が廃止され、介護保険制度の枠組みに再編される

ことにより、新たな事業形態で進める必要があるため、本市の

主体的な取り組みが重要になります。 

そのため、これまでの施策の検証を行い、本市の様々な資源

の活用を図りながら、市の実情にあった高齢者施策を推進する

とともに、市の総合計画や大阪府が行っている各種関連計画と

の一体性の確保に努めます。 
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3) 富田林市障害者新長期計画（平成１０年３月策定） 

 

計画の 

基本目標 

（１）障害者の主体性・自立性の確立 

（２）平等な参加機会の確立 

（３）全員参加によるノーマライゼーションの実現 

計画期間 平成１０年度を初年度とし、平成１９年度を目標年次とする 

◎分野別計画 

富田林市障害

者新長期計画

にみるバリア

フリー推進施

策の抜粋 

(2)生活環境の整備 

【行動計画】 

 ①人にやさしい街づくりの推進 

  ａ．公共的建築物等の改善・整備 

安全で人にやさしい生活空間を拡大していくため、公共

的建築物や公園などの施設について、法令等に基づき、障

害者等に配慮しながら、改善・整備を進めます。 

  ｂ．道路における安全確保対策の推進 

歩行者が安全に通行するため、歩道の段差解消及び歩車

道の分離を進めるとともに、視覚障害者用の信号機や点字

ブロックの設置など、障害者等が安心して外出できる道路

空間の改善・整備を進めます。 

 ②利用しやすい交通・移動手段の充実 

  ａ．移動手段の整備 

リフト付き障害者（児）用バス、リフト付き福祉タクシ

ーの充実を図るとともに、低床バスの導入を検討するなど、

障害者にも利用しやすい交通・移動手段の整備・充実を図

ります。 

 ③住宅施策の充実 

  ａ．障害者等にやさしい住まいの整備・充実 

住まいは全ての人の生活の基盤であり、障害者が安心し

て快適に生活を送るために、住まいの質的・量的確保は非

常に重要であることから、住宅相談や重度身体障害者住宅

改造費助成事業の充実、公営住宅のバリアフリー化の検討

など、障害者等にやさしい住まいの整備・充実を図ります。
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4) 富田林市商業振興ビジョン（平成１５年２月策定） 

 

商業振興の 
基本目標 

（基本目標１）市民の日常生活をサポートする商業の育成 

（基本目標２）何度も訪れたくなるまちの魅力を育てる 

（基本目標３）住む魅力にあふれるまちづくりを進める 

◎基本目標３ 住む魅力にあふれるまちづくりを進める 
 ・“安心して買い物ができる環境づくり”では、商店街の歩道の整 

備等、消費者が安心して買い物ができる環境づくりに取り組む。

また、“生活利便性の向上”については、コミュニティビジネス

などの手法も視野に入れ、小さな子どものいる世帯や高齢者をは

じめ、様々な市民が地域で最寄品を中心に買い物ができるサービ

スなどの充実を目指すとともに、地域のたまり場づくりや市民の

交流活性化に取り組む。 
富田林市商業

振興ビジョン

にみるバリア

フリー推進施

策の抜粋 

第４章 富田林市商業振興の重点戦略 
 １．ビジョンの方向性 
 １）基本的方針  
  ⑤消費者・事業者への情報発信体制の充実 
   ・小さな子ども連れの保護者や高齢者などが利用しやすいトイ

レやエレベーターの場所を表示した商業施設・商店情報マッ

プ、地域ごとの商店紹介情報など、市内の商業施設やサービ

スについて、きめ細やかな情報提供のできる体制づくりを進

める。＜主な取り組み：バリアフリーマップなど＞ 
  ⑥良好な商業環境・住環境づくり 
   ・歩道の整備が出来ていない商店街が多いことから、今後、

消費者の安全性の確保のため、行政と連携して、都市基盤

整備を進める必要がある。 
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5)富田林市障害者等実態調査（平成８年１１月実施） 

富田林市内の身体障害者 2,810 人にアンケートを配布し、有効回収数は、1,927

人、有効回収率は 68.6％であった。 

 

【仕事・学校以外の外出について】 

①外出回数 
「ほとんど毎日」外出している人が全体の２３.９％と、約４分の１を占めて

いた。「週２～３回程度」が２０.３％、「週１回程度」が１１.７％であり、週１

回以上外出している人が５５.９％と過半数であった。 
一方、「ほとんど外出しない」の７.１％と「外出できない」の３.２％を加え

ると、１割以上の人がほとんど外出していない状況であることがわかった。 
年齢別には、若年齢層で外出回数が比較的多く、高年齢になるほど外出回数

が少なくなる傾向が概してみられた。 
 

図表 3-3-2 仕事・学校以外の外出回数 

 

ほ
と
ん
ど
毎
日

週
２
～

３
回
程
度

週
１
回
程
度

月
２
～

３
回
程
度

月
１
回
程
度

ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い

外
出
で
き
な
い

そ
の
他

無
回
答

1927 460 392 225 219 118 136 62 17 298

(100.0) (23.9) (20.3) (11.7) (11.4) (6.1) (7.1) (3.2) (0.9) (15.5)

34 14 10 3 3 1 1 - - 2

(100.0) (41.2) (29.4) (8.8) (8.8) (2.9) (2.9) - - (5.9)

54 19 11 9 10 4 1 - - -

(100.0) (35.2) (20.4) (16.7) (18.5) (7.4) (1.9) - - -

58 23 18 9 4 - 1 1 - 2

(100.0) (39.7) (31.0) (15.5) (6.9) - (1.7) (1.7) - (3.4)

174 67 38 26 15 8 5 1 1 13

(100.0) (38.5) (21.8) (14.9) (8.6) (4.6) (2.9) (0.6) (0.6) (7.5)

331 109 69 33 33 18 12 4 3 50

(100.0) (32.9) (20.8) (10.0) (10.0) (5.4) (3.6) (1.2) (0.9) (15.1)

516 116 116 75 50 31 31 9 3 85

(100.0) (22.5) (22.5) (14.5) (9.7) (6.0) (6.0) (1.7) (0.6) (16.5)

699 97 124 67 101 50 84 46 10 120

(100.0) (13.9) (17.7) (9.6) (14.4) (7.2) (12.0) (6.6) (1.4) (17.2)

　
　
調
　
査
　
数

問２６．仕事・学校以外の外出回数

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

全体

問
１
．
本
人
の
年
齢

２０歳未満

２０歳代

３０歳代

４０歳代
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②外出しない理由（複数回答） 

「ほとんど外出しない」「外出できない」と答えた人に対して理由を求めたと

ころ、「健康上の理由」が５９.１％と過半数を占めていた。続いては「近くに

介助を頼める人がいない」の８.６％、「外出時に特殊な装置が必要」「費用がか

かる」の６.６％となっており、介助人あるいは適切な装置があれば外出の可能

性が広がることが示唆されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図表 3-3-3 外出しない理由 
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6.6
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8.6

6.6
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59.1

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答

その他

手話のできる人や情報の提供がない

費用がかかる

利用できる交通機関がない

近くに介助を頼める人がいない

外出時に特殊な装置が必要

人の目が気になる

健康上の理由

(％)
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【外出しやすくなるための希望（複数回答）】 

道路環境の整備についての希望が多く、「道路の段差や迷惑駐車、自動販売機を

少なくする」が３４.９％、「歩道と車道の分離」が３８.４％と、回答率が高かっ

た。また、「誰でも困ったときに気軽に助けてくれる気持ちを持ってくれる」とい

う回答が２６.７％であり、周囲の一般人たちの協力や理解が必要であることが指

摘されている。道路環境というハード面、協力や理解というソフト面の両面から

環境を整備していくことが求められている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 3-3-4 外出しやすくなるための希望 
 

22.9

6.3

4.8

12.6

13.2

26.7

10.3

19.1

13.3

13.1

17.9

17.6

34.8

34.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

無回答

わからない

その他

一緒に外出する仲間や友人がいる

まわりのものが特別視しない

誰でも困ったときに気軽に助けてくれる気持ちを持ってくれる

ヘルパーが身近にいる

自動車などの乗り物に乗っている人が注意してくれる

分かりやすい案内表示盤(標識)の設置

ガードレールや音の出る信号機を多くする

障害者のための設備が整った施設を多くする

車いすなどで利用できる交通機関を多くする

歩道と車道の分離

道路の段差や迷惑駐車、自動販売機を少なくする

(％)




